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■「みんな好きじゃない音。その瞬間、『人が死ぬってこんなんなんや』って」（Ｃさん） 

制限速度を５０キロ近く超えていた。カーブを曲がりきれず、電車は左に傾く。耳をつん

ざく金属音。 

 １両目で座っていたＡさん。自然とあおむけに。その上に、人が降ってくる。「重いけど、

耐えるしかない」。身を縮め、目を閉じた。すると、今度は体がふっと軽くなった。重なって

いた人たちが吹き飛ばされた。人も荷物も、転がるように飛んでいった。 

 

■「ガンガンガンガン、バンバンバンバンって。『ひゃー』とか『きゃー』とかの悲鳴も上が

った。本当に何がなんだか」（Ａさん） 

 午前９時１８分、脱線。転覆した電車は、線路沿いのマンション「エフュージョン尼崎」（尼

崎市久々知３）に激突した。 

 「私、どこが切れてますか？」。顔中血まみれの人が声を掛けてきた。Ａさんは、１両目が突

っ込んだマンション駐車場の地下に放り出されていた。 


